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標本資料のコンビュータ・システム

一国立民族学博物館を例としてー

A Oomputer system for make use of Specimens in Museum 

宇治谷 恵本

Megumu UZITANI 

Abstract 

This note discuess "Comput駻 System of Ethnographic materia1s" 

in National Museum of Ethnology. 

The principa1 focus of this system is to give researchers 

of Ethno1ogy the Ethnographic datas as dirctly as possib1e by 

use computer. 

It has been carefu1 of the three points of computer system es-

tab1ishment. 1. Usefu1 system for user of Japanese 1anguage. 

2. Documentation of materials and accumu1ation of those informaｭ

tations. 3. The deve10pment of the image datas , "Thesaurus" of 
Ethnographic materia1s , is to be supp'orted by this system.: 

はじめに 博物館学会においても，ここ数年コ γ ビュータを利用

文化の時代と呼ばれる今日，博物館の持つ役割は益々 した情報管理の議論が活発で，今後，学芸員がとりくむ

重要になりつつある。各地に新しい施設が設立され，市 ベき重要課題として問題提議をなげかけている。

民の知的要求にたいし多様な文化・学術情報を提供しよ そこで，本稿においては国立民族学博物館(以下民博)

うとしている。 の事例を紹介するとともに，その問題点を考察する。

しかし，その需要に答えるべき資料が年々増加してい 尚，報告の内容については，筆者等が昭和 5 7 ・ 59

る一方で，館内におけるそれらの整理・管理業務は従来 年度の本学会研究大会において発表した内容(註 1 . 2) 

の手作業に依存している状態が大半である。また，それ に，追加・訂正したものである。

に携わる学芸員も十分に確保されているとはいいがたい。註1)森田恒之.宇治谷怠.上住直子.

したがって，博物館ではいかに効率的にそれらの業務を 「博物館管理情報の自動化J 1982 

簡素化し，新たな進展ができるかが大きな課題となって 註 2) 宇治谷恵

おり，その解決手段在して，博物館へのコンピュータ導

入を考慮する必要が生じている。

*うじたにめぐむ

面立民族学博物館資料室

〒 565 大阪府吹田市千里万博公園 10-1
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標本資料のコンピュータ・システム(宇治谷)

博物館とコンビュータ

(I) 情報の機械化

らに詳しい情報を得ようと市民がその現場にかけつけた

りすることもあるであろう。ある面では，博物館以上の

機能を発揮することもある。しかし，これらの情報は一

方的なものであり，受手の取捨選択によってはまったく

一般に，博物館は考古・美術資料などの資料そのもの 意味をなさないものもある。また，それらの情報は事件

を収集・保管・展示する施設であり，コンビュータなど 的なものであり y ある地域や時間の点的な情報である。

を使用しでも，余り効果がないのではないかと考えられ これに対し，博物館に要求される情報は，多面的で、あ

ている面もある。たしかに，館内に優秀な学芸員を持つ るとともに，連続したものでなければならぬ。単に，発

施設や小規模の博物館においては，あえて，そのような 掘された資料や情報の内容だけではなく，その事象の歴

機械など使用しなくても，充分その機能を発揮できるで 史・地理的な背景を裏づける情報が必要となる。同時に

あろうし，現実に，それに類する施設が多いのも事実で 地域の問題としてのみとらえるのではなく，他の地域と

ある。 の関連や比較が理解できる標準情報が必要となる。言う

しかし一方では，収蔵点数の増加にともない，その資 ならば，資料に新しい付加価値が加わり，一般化されて

料を整理する人員や費用を十分に確保できないという聞 こそ博物館の情報といえる。

題を抱えている施設もある。とりわけ，民族(民俗)系 そのためには，従来にもまして他館との交流や学会と

博物館のように，地域の大量な生活資料を収集・保管し の提携が求められるのである。ところが博物館の場合，

ている施設においては，現実の課題である。 これまで意識のなかでは考えられ，分類の標準化等の情

地域文化の再評価は，博物館にあらたな変革を求めつ 報交換はおこなわれてきたが，具体的な事例としてはあ

つある。特に，新しく設立された施設や増設の準備にと らわれていない。それは，制度そのものの問題というよ

りかかっているような博物館においては，単に資料のみ りも，それを支援する道具やシステムが導入されていな

を保存・展示するのみではなく，その資料にまつわる情 かったことに起因するのではなかろうか。

報を公開することが求められる。また，地域の歴史・文 もちろん，そのような道具を導入したからと言って，

化にかかわる多様な情報も，同様に市民に提供していく 即座に解決されるべきものでもない。しかし，各館にお

ことが必要であろう。これからの博物館は，ある面で地 いてどんなに優れた情報を保管していても，それを全国

域の文化・情報セン1 ・ーの機怨としても位置づけされる 的な共通の土俵のうえで公開するためには，やはり何ら

のではないか。 かの道具・手段が必要となるのであろう。その道具とし

このような実情のなかで，民待とは積極的に館内の機 て，コンビュータやビデオ・ディスク等の情報機器が考

械化をはかり，標本資料〈以下資料)はじめ多様な資料 えられる。また，より効率的に利用していくためには，

のコンビュータによる情報化の開発と実用に手がけてお 必然的に情報の入力・蓄積・利用と標準化の問題が生ず

り，その大半はすでに運用を開始している。勿ろん，こ るであろう。

こで紹介する事例や問題は，民博左いうかぎられた博物 これに対し，整備された目録や報告書等を刊行さえす

館で取り得た情報であり，他館に容易に受けいれられる れば，博物館の機能としては十分ではないかという意見

ものでもない。しかしながら，博物館資料の情報化を進 もある。たしかに，これら出版物の作成は館活動の重要

めるうえでは必然的に起とりうるであろう課題があり， なものであり，博物館 k 市民・研究者及び，収集などで

それらを具体的に紹介してみることにする。

(2) 博物館の情報

協力していただいた人たちを結ぶ役割をはたしている。

体裁が裳い，中身が充実しておればなおさら良く，多く

の学芸員がそれに多大な労力をついやしているのである。

しかしながら，結果としてでてきたものは各館・各様で

情報化時代と呼ばれる今日，社会には様々な情報が犯 あることが多いのも事実であり，本来ほしい情報が記載

濫している。特に，テレビをはじめとしてマス・メディ されていないこともある。そのような時にこそ，利用者

アの普及は，いやおうなしに市民をその渦中にまきこん の要望に応じた目録を容易に作成し，提供できたらよい

でいく。もし，ある貴重な資料が発掘され，それがマス のではないか。それならば，最初からコンビュータのデ

コミにながれたならば，一夜のうちに全国にその情報は ータ・ベース CD . B) に入力しておいた方がより効率

広まるであろう。その結果，研究者よりも人足早く，さ 的である。叉，利用者にとっては，各館の D.B に
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共通の項目が存在し，情報が標準化されている方が，な

おさら便利であるといえる。

2 情報のおいたち

(I) 管理情報と学術研究情報

それでは，博物館が持つ情報には，どのような種類が

あり，いかに分類されるのであろう。それを，民博を例

として分析してみることにする。民博が所蔵する資料は

世界の諸民族の生活用具(民具)であり，その背後にあ

る人々の生活文化を裏づける貴重な資料でもある。その

ため，これらの資料は，美術品等とは異なり，資料その

ものの価値はもとより，それに，まつわる情報に価値が

ある場合がおおい。生活用具においても，美術的・歴史

的に非常に貴重となっている資料が多く存在し，至急，

そのような資料を博物館に収集せざるをえないのも当然

である。しかし，同じような資料であるならば，より多

くの情報が付いている方が，資料的な価値として高いも

のであり，それを研究や展示に利用する場合には，益々，

その情報は貴重となるであろう。

それでは，資料にまつわる情報には，どのようなもの

があるのであろうか。それを，大別すると次の 2 種類一

管理情報・学術研究情報となる。(表 1 ) 

・管理情報とは，資料の入手方法や価格等のように，標

本の管理に利用する基本的な情報と展示・貸出し・写真

撮影等の利用・履歴情報及び，資料の点検・くん蒸・補

修等の保存情報である。そじて一度入力したら，ほとん

ど訂正しない情報である。これに対して，学術研究情報

とは，用途・使用年代といった，資料の特徴を文字や図

を用いて記述した情報である。そのため，資料を調査・

研究する上で生じた内容は容易に反映でき，必要に応じ

て追加・修正されることがある。しかし，両者はまった

く異質なものではなく，標本名や使用地等の情報は，管

理的にも研究的にも利用されるし，また博物館の管理・

運用面からの博物館学研究にとっては，収集方法や入手

先等の情報を利用することもある。

(2) 情報の作成

表 1 コンピュータに入力される情報の種類

管理情報 学術研究情報

標本番号 標本番号

コレクション番号 3 1 標本の種類

1 備品番号 1)実物

2 標本名 2) レプリカ

3 現地名称 3) 模型

4 使用地 4)不明

5 入手先住所 3 2 現地名称

6 収集者 3 3 標本名

7 入手先名 3 4 原収集者名・住所

8 ・ 9 入手先分類 3 5 収集年月日

1 0 収集方法 3 6 収集地

1 1 収集種別 3 7 使用地

1 2 収蔵場所 3 8 使用民族

1 3 価格 3 9 使用年代

1 4 評価価格 4 0 使用者

1 5 価格備考 4 1 用途・使用法

1 6 登載年月日 4 2 製作年代

その他 4 3 製作状況

展示情報 4 4 製作地

(展示番号・展示資 4 5 製作者

料名等〉 4 6 製作法・材料

貸出情ー報 4 7 入手状況

(貸出名名・貸出期 4 8 変遷・分布

問等) 4 9 文献

写真情報 50 その他

(撮影日・撮影者・

計測値等)

点検情報

(材質・点検結果等

くん蒸情報

(くん蒸日等〕

補修情報

(補修内容・補修期

間等〕

それをフィーノレドで調査したり，博物館の収蔵庫で観察

する時には，同じような資料でも，観察者の解釈によっ

ては異なる情報を提供することもある。また，民族資料

の場合には，そのものの固有の情報よりは，それを製作

それでは，資料を対象とする情報はどのように作成さ したり，使用した人々から，様々な情報を授かることが

れるのであろう。当然，資料そのものが，固有に保持し 多い。このように，情報とは自然発生的に生みだされる

ている，例えば材質や形態などの情報もある。しかし， のではなく，人間の解釈や伝達によって作られるもので
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あり，それは，ある意味で後述するところの，コンピュ される。これらの情報は，価格や評価額のような財産と

ータ化するうえでの問題でもある。 しての事項，備品番号・標本番号・構成点数等の資料の

そこで，博物館資料の情報がいかに作られていくかを，整理や識別に必要な事項である。

民博を例(図1)として紹介する。 3) 入手された資料が収蔵される過程で，さらに，保

存や保管に関する情報が付加される。この情報は，後に

資料を利用する場合に必要となる事項であり，収蔵場所

や保存状態などである。

4) 収蔵された資料は展示や研究に活用される。その

過程で資料の利用情報や在庫情報が発生し， D.Bに新

たな管理情報として付加される。これらの情報は，後に

資料の利用状況を把握したり，今後の保存計画を作成す

るうえで必要となる。

このように資料が博物館で整理・保存される過程で発

生した情報は多種・多様であり，それを効率的に利用す

るためにはコンビュータを用いた管理システムが有効左

なる。

資料の収集から利用まで図 1

情報のフロー

コン斗ータ
入 l 力

"'" 国

3里

標本管理システム3 句-
-
-
-
-
-
E
E

・

E

・

-
E
，•• 

報

システムの目的

標本管理システム(以下管理システム〕は，民博が収

蔵する標本資料(以下標本)の受入れから利用にいたる，

リスト作成・保存管理・検索などの処理をコンビュータ

を利用してトータノレして扱うシステムである。同時に，

標本に関する情報を有機的に蓄積し，管理するものであ

る。さらに，蓄積された大量の情報を分類，整理，編集

等を行うこ左により，標本の展示公開，図録作成等の業

務を省力化する。それは，ひいては民族学研究のための

標本のより有効な活用を側面から支援することを目的と

してし、る 0_

一次情報・収集情

(1) 

学
術

-
研
究
情
報

函

情

資料のフロー

収集時の情報

関梱時の情報

開発のねらい

民博には，現在約 14 万点を越す標本が収蔵されてお

り，それらは毎年約 I 万点程増加している。しかし，増

加する一方の標本を整理・保存し展示や研究の利用に供

するためには多くの労力と時聞が必要である。

特に資料検索の効率化は，民博のように膨大な標本を

収蔵し，かっ，それらが受けいれ順に配架しである状態

では，急務に開発する必要を要していた。同時に他の博

物館や美術館等の交流が盛んになるとともに，資料の貸

し出し等の量も増加してきた 3 そのため，事務処理や標

ヴ
a

噌
E
A

(2) 1)民博資料の場合，研究者によって，直接それを使

用していたフィールドで採集されることがおおい。また，

寄贈を受ける場合にも相手先で資料を観察・調査するこ

とが基本である。いずれにしても，既にかなり情報が付

随して資料が収集されることが，多いのも民族資料とし

ての特徴でもある。このように，収集時に作成された情

報は， í一次情報叉は，収集情報J è 呼ぴ，これらには

使用地，製作地，用途等の情報があり，将来，学術研究

情報として活用されるばかりでなく，場合によれば管理

情報をして利用されるものでもある。

2) 資料が館に入手されると，新たな基本情報が付加
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本の入出庫などには迅速さと正確さが要求され，それを (例えば標本そのもの，図，スケッチ，表等)の蓄積方

いかに効率よく運用するかが課題となっていた。 法を確立する。

このような現状をふまえ.私どもは研究者及び他の利 本システムの開発理念は，民博におげる標本の整理や

用者のューズを聞きとり・調査分析することから着手し，利用における機械化の要望をシステム化するばかりでは

資料をトータノレとして処理する管理システム・画像処理 ない。民族資料の用語や分類の標準化に寄与できるよう

システムを開発してきた。 なシステムを開発することでーある。

本システムは，図 2 に示すような館内の動向とコンピ

ュータ特性を考慮し，主として次の 3 点に注意してシス (2) システムの概要

テム開発を行った。

図 2 開発の背景
標本の搬入から整理をへて収蔵，利用にいたるながれ

は，前述の図 l にしめしてある。このながれ

に沿って，整理担当者が研究者，会計担当者

と互いに協力をとりあいながら業務を進めて

いく。そこで，その業務のながれを簡単に紹

介する。標本が搬入されると「収集カード」

(表 2) で確認され，ものによっては価格評

価がおこなわれる。次に，くん蒸や資料点検

などの保存処理をおこない，同時に管理や検

索などの基本となる番号「標本番号J を決め，

それを直接資料にマーキングする。これらの

作業が終了すると，写真撮影と計測がおこな

われ，収蔵庫に配架される。配架の仕方は，

保存上要注意な標本(例えば，衣類・漆器等)

を除いて，受入れl蹟が原則で地域・形態別な

ど分類を施していない。このように，標本整

理がおこなわれる一方で，関連情報のコンビ

ュータ入力をはじめる。それらは，それぞれ

管理カード情報・情報カード情報などであり，

前者は備品番号・価格等の管理情報，後者は使用民族・

製作者等の学術研究情報を入力している。また，配架さ

れた標本は，上記の各情報を検索することにより，展示

|館内の動向| トンビュータの特性|

コンビ轟ータ導入の熱意

大量情報の保管法?
資料整理業務の省力化
情報検索の効率化
コンピュータによる活

性化と発展性

大量情報の記録が容易

検索や演算に強い

必要情報を容易に出力

できる。

デジタル情報の活用性

人間にとって使いやすいシステム

整理を機械化すると同時に、情報の

蓄積をする
文字情報以外の蓄積と活用を考える

|開発の視点|

1)日本語を使用した，使いやすいシステムであるこ

と。特に，入力の簡便さをはかるためにも，ローマ字，

漢字変換の機能をとりいれ，さらに，同一情報の入力に

は複写機能を使用し情報め正確性と信頼性を高める。 や研究に利用される。

そして，これらの一連の作業で作成したり利用する情

2) 標本の整理や管理等に利用できると同時に，各業 報を，コンビュータの端末画面と対話しながら処理する

務で発生した情報の蓄積にも役立つこと。そのため，従 ことを「標本管理システム」と呼ぶ。このシステムの全

来の整理をそのまま機械化するのみではなく，不必要な 体は「受入J I管理保全J IバッチJ の三つのサプシス

ものについては極力削除し，業務そのものの簡素化をは テムから構成している。(図 3)

かる。特に，カードやリスト類は必要最低限作成し，そ 1 )受入サブシステム

れ以外のものについては蓄積された情報を検索して作成 ・収集カードや資料リストの項目を入力し，さらに後の

するようにする。 段階で情報を追加，修正することにより管理 学術研究

情報を蓄積する

3) 画像情報の蓄積や利用及び，検索のための用語を ・評価額の入力.計算をおこなうと同時に評価書.物品

体系的に関連づける一種の辞書(シソーラス〉の開発に 管理台帳等の書類を作成する

役立つシステムであること。そのほか，文字以外の情報 ・標本番号，くん蒸等の初期情報の入力をする

oo 
'
i
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表 2 収集カード記入用 例

百褒著否 日明番守 i 圃品点置 |放砧 |※t人昨日 荻柏J明昨日

)1: ~_~_~_ / J 一三一 18 
31 併の担割匂~2…3.~M 4竺竺色閉山 4.WJ'E官早m 入手 5E i f!作幻 tJ3叫

32 一一ー I_~ 点。主具 一一一ー ー • ー!
|崎製作法柑開 47 入手吠現

日本名| 初日・ イカ間的食生塁手、 1333JJむJ9品初出
, 1 倒人 H町" ;t.シ拘シヨう 7レ占 'rシキュウジ" , 35 収集年月日 項目罫りを;ft!人由 tお昨き下さい

制覇空白名一四 回はり問 19~山月 11.-臼仏/ラ914Fh
《豆]D , _~てγア』ら斗峯L

叫平地|ム児島 A匙も舟守栴町大主土良れきれEキ ;:52//Lゆ〉斤哨ふり
…ー と豆三D 阿紅型曳T問

山用地|為児島県弘明悦斗引防め恥件 !日 l州
開Cコード !日ふ一一 子容認 lや?;如実鮮か守殺与町井久市

拘置用民館・2 白 地~~i\..，.l:り相直比内;

泊四周年代| 札 κ ; ム世用者十帥3足時立左右主 48--時総色、栴排出く，吟
41 用 通 1.:にイh 劫・) 1三役札非柊ιも点関(恥目知念、、}b~{j t恒韓た.ìt!-幅削 キ ' 
慣用法 l 官、、'2，\ιイ比釣3. 4-~.Æ~司

日fFlF竺IJ~~~ (色 LI 't '(0ιb同L推え).: 4!!:!_fFザ雪号古:t:4 1. 1JI/I1>1.1J… 1'\"1\" 的国今泉

山川区\Y...鳥肌も群十時刊3一男切れ洋平持 。"
日作者唯手島平純斗田J尾久f私殺、九 監盆ち三、;フィー川ノート書問由時I

。凶立 J<: 佐学問物館 以 'J カード

関 3 標本管原システムの額要

受入サブシステム 管理・保全 サブシステム | パッチ・サブシステム

人

I .展示標本リスト
I .年度別収集標本リスト等

力

出向
〕
開
閉

…
一
一
一

一u
w

日
〕
指
J
川

一
♂
紘
一
一
一

-19 -



博物館学雑誌第 11 巻第 1 号(通巻 13 号) 14~25 ページ 1985 年11 月

2) 管理・保全サブシステム 1 . 4 照会・問い合わせ処理

・各データ・ベースの情報検索 受入に関する全情報を利用者の希望に応じて端末で表

操作の統一及び多様な検索機能を生かすため，検索方法 示する。

の手段として STA 1 RS (Storage And Info- 1.5 リスト出力処理

mation RetrievaI System )を使用する。 評価用リスト・物品管理通知書・標本番号リスト等の

・展示貸し出し，資料貸出，酒像処理等の資料の管 各種リスト類及び，管理カード・付札等の各種カード類

理及び各種書類の作成をするとともに，それらの情報を を出力する。

照会できるようにする。 2 . 1 校正処理

・標本の利用履歴を蓄積する。 管理ステアーズ，情報ステアーズ，管理DB等の校正

・標本の保存情報を入力し，たとえば，定期的に点検す をおこなう。

ベき標本のリストを作成したり，その損傷状態を照会で 2 . 2 資料保全処理

きるようにする。 標本の材質，損傷状態，補修内容，写真撮影の記録等

3) パッチサプシステム の情報を入力する。同時に，それらの各業務にともなう，

パッチ処理とは大量情報の一括処理のことである。 モノの移動(出庫・再入庫〉の管理をおこなう。

・受入データ・ベースから管理用・検索用データ・ベー 2 . 3 情報カード入力処理

スへの移行処理。 収集カードDB に研究情報を追加入力し，最新の情報

・展示・収蔵図録等の作成を支援する。 カード DB を作成する。

2 . 4 展示貸出処理

以上， 3 つのサブシステムに蓄積される情報には，各 展示に関する情報を入力し，展示作業の簡素化及び，

にプライバシー・レベルをもうけ情報の機密性を保つ。 標本そのものの管理をおこなう。なお，この業務は展示

その反面，より多くのユーザーが共通して利用できるよ 担当者と標本整理担当者が共同しておこなう。

うに，日本語・漢字で表示・編集できるようにする。さ 2 . 5 貸出処理

らに，より簡便に検索できるように必要情報にはキー・ 標本の館外，館内への貸出にともなう，各情報を入力

ワード項目を付けるようにする。しかし，このような基 する。

本的な情報の性格を持ちながらも九運用操作においては 2 . 6 検索照会

各業務に適合した機能を有するようにした。このような 管理カード・ステアーズ，情報カード・ステアーズ等

機能を詳細に紹介した内容がシステム構成図(図 4) で の各種DB を自然語で検索する。展示・貸出等の作業進

ある。 捗状況及び，標本の利用状況を照会する。点検，くん蒸，

補修の必要な標本を照会し，さらに各収蔵庫の標本の在

(4) システムの機能 庫状況を照会する。この照会機能は，整理担当者ばかり

でな< ，館内の研究者には容易に利用できるようにして

1 . 1 初期入力処理 いる。

収集カードに記載された情報の入力処理をおこなうよ 2 . 7 リスト出力処理

尚，入力に際しては分ち書き，フリガナ等の前処理作業 撮影・展示・貸出等の作業に利用する，各種リストを

をおこない，場合に応じて収集者の確認が必要で、ある。 作成する。また，収蔵庫での入出庫作業に必要な，標本

1 ・ 2 追加入力処理 のリストを作成する。

評価額，検収日，標本番号等の整理情報及び，くん蒸 3 . 1 検索DB作成

・ 7ーキング済み等の保管情報を入力処理する。特に， 検索用(ステアーズ) DB作成のためのデータ処理を

評価額処理においては，自動的に平均評価と総計を算出 する。

する。この処理は，整理担当者と会計担当者が共同して 3.2 DB ファイノレ処理

おこなう。 検索用 DB以外の各種DB の初期作成。たをえば，受

1 ・ 3 訂正確認処理 入DBから管理DBへの移行処理や，保全照会のための

初期入力で作成した収集情報の追加・訂正・削除をお ファイノレを作成する。

こない，さらに価格入力をする。 3 . 3 リスト作成処理
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図 4 標本管理システム構成図 (オンライン)
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収蔵資料あるいは，展示資料の目録作成のためのデー ・情報をテープ上に保存するだけでなく，図 6 のような

タを作成し，提供する。検索用 DBから任意のキイで抽 様式のカードに出力する

出した大量標本のリストを作成する。 ・回転図，縮小，線画などの画像処理を施すことにより，

3 . 4 パッチ追加処理 標本のあらたな分析が可能でーある

標本画像処理システムで蓄積した計測情報等を管理D 以上のような機能により，標本のあらたな情報の蓄積

Bに追加する。利用が可能となった。たとえば，画像，寸法値，重量

3 . 5 資料保全処理 値を均一的に蓄積したり，専門家ばかりでなく素人でも

収蔵庫，展示場の一括くん蒸の日付を追加入力処理す 蓄積画像の幾何変換，画像解析等の多方面利用が可能と

る。 なった。

3 固 6 用語分析処理

DB に使用されている用語の分析・宗引誌(シソーラ

ス〉作成を支援する。 5 現状の問題と今後の課題

(5) 図。スケッチの入力処理 本システムの開発を 1980年より進め，漸次その本選

用を行い，現在当所計画をおわろうとしている。開発当

標本に関する記載情報には，文字ばかりでなく，図や 所，私どもが立案したスケジューノレは多少遅延するこを

スケッチも存在している。しかし，従来の文字入力方法 になったが，ほぼその基本的機能は完成しつつある。

でこれらの情報を処理することは，かなり困難であった。 その結果，整理や管理にかんする事務処理及び検察な

そこで民博では，白黒画像入力装置(電子ファイノレ)を どに多大の効率化を進めることが可能となった。 例えば，

導入することで，情報をイメージとして入力するように リストやカードなどの書類はすべて手書をなくし，プリ

している。この装置の特色は，スキャナーでとらえた情 ンターより出力している。また，不必要な書類は極力な

報を，光ディスクに保存-蓄積することである。そして，くし，端末画面より検索・照会できるようにするなどし

蓄積された情報は，ホスト計算機の文字情報の検索結果 て省力化を計ってきた。

に対応して，容易に表示・印刷できるようになっている。 このようなコンビュータ化を進めてきたがその反面に，

様々な問題や予期しない障害が生まれてきた。それらは，

コンビ ~-jl 導入を進めるうえで予測される問題と思わ

4 標本画像処理システム れるので分析してみることにする。

(I) システムの概要 (I) 人的問題

・人によってはコンビュータに対し，拒絶反応を示すこ

仮面やかごなど民族資料の形態及び構造を，文字やス とが多く，そこでいかに順応させていくかが問題である。

ケッチ以外で表現する場合には，従来おもに写真を用い そのためには，適切なマニュアノレと教育が必要となる

ていた。民博でも，標本 1 点 1 点について，寸法や重量 ・大量な情報や長時間の入力は，必ずといってよいほど

を記入した計測写真カ}ドを手作業で作成してきた。 ミスを生ずる。その場合のチェックをどのようにしてい

しかし，大量な標本を単時間にかっ均一に処理するこ くかとともに，そのような問題が生じないような作業環

とは容易なことではない。また作成したカードの中から，境を確立することが望まれる

ある形態や特徴を分類したり検索することはまず不可能

であった。そこで，一連の処理を機械化するとともにそ (2) 機械・ソフトの問題

の検索の基礎となる情報を蓄積するシステムが標本画像 ・コンビュータは様々な機能やソフトを持っているが，

処理システムである。(図 5 ・写真 1 ) 利用にあたってはそのまま使用するのではなく，その館

1)システムの機能と運用効果 に適合したシステムが必要となる。特に，既存の検索シ

・標本を回転台におけば，自動的に平面・正面・側面・ ステムを利用する場合，それにあった情報の整備やコー

鳥敢図の画像情報が入力され，次に各面の最大寸法値が ド化をいかにするかが問題となる

計測される ・一度作成したソフトは容易に変更ができないので，関
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図 5 標本画像処理システム構成悶
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標本資料のコンピ皐ータ・システム(宇治谷〉

写真 1 標本画像自動処理装置の全景

今日，博物館の情報化が議論さ

れる中にあって，今回のような資

料をト}タノレとして扱うコンビュ

ータシステムの開発に関与し，こ

のような報告ができたことは貴重

な経験であった。しかし，前述の

ようにまだ今後改善しなくてはな

らぬ様々な問題を抱えていると k

は事実であり，そして，それを少

しでも解決していくことが私ども

のかせられた課題でもある。

本システムの開発は終わったの

ではなく，新しい第一歩が始まっ

たのであり，そのためにも，より

多くの博物館職員の批判と提言を

頂きたいのである。

最後 lこ，本報告をまとめるに際

し，有益なご指導いただいた国立

発にあたっては厳密に調査・分析したうえでの設計書及 民族学博物館の中村俊亀智，森田恒之両先生及び佐A木

びフロー図を作成していく ゐ高明先生を始めとする情報管理施設の皆様には探〈感謝

・障害がおきた場合の保守体制を作っていく，すべて館内 の意を表します。

職員で処理するのは現実には不可能にちかい。可能なら 1)宇治谷恵「標本資料 その 2. . 3 標本管理システ

ば専門家を派遣してもらうか，機械をレンタノレ制度にし ム，情報検索と画像処理」月刊みんぱく 1984 2.3 

ていくことがよい。 2) 梅 忠夫「博物館と情報」 中央公論 1983 

3) 大給近達，北川芳男，河野徳吉

上記のような問題はすでに解決されたものもあるが r博物館の情報処理ーとりわけコンビュータの導入につ

今後，取り組まざるをえない課題として積み残したもの いて」第 29 回全国博物館大会報告書 1982 

もある。特に，入力処理の簡素化にをもなう人の問題と 4) 杉田繁治「民族学を画像」第 1 4 図画像工学コンフ

機械の改善および，検索の質的向上をもたらすための情 ァレンス 1983 

報整備〈シソーラス作成等)は急務に改善しなくてはな

らぬ課題であり，すでにその一部は着手している。

また，今後予測される情報の一般公開や他館との交流

に即応するシステムを構築する必要がある。

おわりに

以上，コンビュータを利用した標本資料の整理・情報

検索・画像処理についての概要や問題について記述した。

しかし，本稿のみで民博資料のコンピュータシステムの

全 を紹介するこをは容易ではない。特に，情報検索や

画像処理の実際および，保存処理の機械化については紙

面の都合で簡単に記述するに k どめたもので，これらの

点についてはあらためて報告したいと思う。
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